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観察した鳥類チェックリスト

＊てがたんは、毎月第２土曜日　１０時集合！
＊連絡先　我孫子市鳥の博物館　電話　04-7185-2212

鳥の博物館手賀沼定例探鳥会　　　　　　　2012年6月9日（土）

【今月のテーマ】　田んぼの生き物観察

車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

案内人：伊東茂子、岡廣志（鳥の博物館市民スタッフ）
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ホウネンエビの生活史水田のサイクル
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…水田に水が張ると
　泥の中の卵が孵化

…孵化して三週間程
　で産卵し、終わると
　死ぬ。成体を観察で
　きるのは約１ヶ月

他の時期は卵の状態
で過ごす。卵は非常に
乾燥に強く、日本の稲
作の秋に水を抜き、冬
に乾燥させるサイクル
に適応している。

＊ホウネンエビの卵は翌年にすべて孵化せず、孵化するタイミング
をずらすことで、急激な環境変化によって卵が全滅するのを防ぐ。

　ホウネンエビは体長15
～30mmの甲殻類で、背中
を下にして泳ぐのが特徴で
す。５～７月頃になると水田
に出てきます。
　ホウネンエビは水田のサイ
クルに適応した生活史を持つ
生物です。
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❶田んぼの中でみられた生き物にチェックをいれよう ❷アヤメ科の花を観察しよう

❸手賀沼や田んぼでカエルを探そう

　　魚の仲間

５～６月はアヤメ科の花が多くみられる季節です。

アズマヒキガエル

　写真：ドジョウ
　　甲殻類の仲間
　写真：アメリカザリガニ

貝の仲間
　写真：ヒメタニシ

　　ヒルの仲間
　写真：ウマビル

　　昆虫の幼虫❶
　写真：ユスリカ（種不明）

甲虫の仲間
　写真：ハイイロゲンゴロウ

　　カメムシの仲間（水上）
　写真：アメンボ

　　カメムシの仲間（水中）
　写真：コオイムシ

昆虫の幼虫❷
　写真：ミズアブ（種不明）

　　トンボの仲間（ヤゴ）
　写真：アキアカネ

　　バッタの仲間
　写真：コバネイナゴ（幼虫）

クモの仲間
　写真：コモリグモ（種不明）

　見られた種にチェック
をいれて、見た場所に○
をしよう

トウキョウダルマガエル

ウシガエル

ニホンアマガエル

手賀沼 ・ 水田 ・ 斜面林下 手賀沼 ・ 水田 ・ 斜面林下

手賀沼 ・ 水田 ・ 斜面林下 手賀沼 ・ 水田 ・ 斜面林下 手賀沼 ・ 水田 ・ 斜面林下

　オタマジャクシから成
体に変わる途中の個体も
探してみよう。
　それぞれの鳴き声も聞
いてみよう。

シュレーゲルアオガエル

　多くのアヤメ科の葉は、葉どうしが重なって伸
びているので、表に見えているのが葉の裏になり
ます。葉を開いてみると、重なり合った葉の表が
みえます。
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